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はじめに                                         

  

 これまでの図書館は、図書、記録その他必要な資料を収集・整理・保存し、地域住民の生涯学習の場と

して必要な情報を整理するとともに、地域の歴史や文化をはじめとする調査研究に資する資料を提供す

るほか、学校教育の支援、仕事やレクリエーションに役立つ情報の提供などの役割を担ってきました。 

 しかし、近年、急激に変化する社会情勢は、図書館を取り巻く環境にも大きな変化をもたらしていま

す。急速な進歩を遂げる情報通信機器によって必要な情報を必要な時に得ることができるようになった

反面、必要とする情報だけを求め、多様な情報に目を向ける機会を減少させるとともに、若い世代を中心

に進行していると言われる読書離れや書店数の減少は、本と触れあう機会も喪失させています。 

現在の善通寺市立図書館は、昭和 53 年に開館して以降、約 40 年が経過しようとしています。建物や

設備の老朽化、図書の蓄積による館内の狭あい化が進むとともに、平成 22年度に実施した耐震診断では、

可及的速やかに耐震改修等の対策が必要と診断されました。また、開館当時には予想もできなかったほ

ど図書館に求められる役割が大きく変化し、現在の施設では市民の多様なニーズに対応した図書館サー

ビスの提供が困難な状況となっています。 

 こうした状況の中、本市の図書館は、赤ちゃんからお年寄りまですべての市民の学びたいと思う気持

ちに寄り添い、市民の多様な知的好奇心や学習意欲に応える生涯学習施設であるとともに、地域文化や

産業振興、医療・福祉や子育て支援など市民の暮らしとコミュニティを支える地域情報拠点として中心

的な役割を担っていくことが望まれます。 

 本構想は、善通寺市立図書館が、本をきっかけに、人が集い、学び合い、つながりが生まれる公共空間

として機能することを目指し、新図書館の整備に向けた基本的な考え方を示すものです。 
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第１章 善通寺市立図書館の現状と課題                        

 

（１）善通寺市立図書館の概要 

市内における公共図書館の設置状況は、善通寺市立図書館の１館となっており、貸出利用者は

37,000 人程度となっています。 

善通寺市立図書館には、開架コーナーのほか、子どもたちに読んでほしい本を集めた絵本コーナ

ーやねころびコーナー、地域に関する図書を集めたふるさとコーナーなどが設置されており、善通

寺市民会館の複合施設として開設しています。 

 

  ʀ 施設概要 

構  造 地上 3 階 鉄筋コンクリート造 

竣  工 昭和 53年 11月 

敷地面積 6,968.93 ㎡ 

建築面積 2,264.63 ㎡ 

延床面積 4,513.94 ㎡（うち図書館専用床面積 802㎡） 

蔵書冊数（H29.3 ） 97,563 冊（うち児童書 25,381 冊） 

開館時間 午前 9 時から午後 6 時まで 

休 館 日 
毎月末日（土・日・祝日は除く） 

年末年始・特別整理期間 

貸出資料数 5 点まで（AV資料 1 点を含む） 

貸出期間 15日以内（AV資料は 8 日以内） 

施設の内容 

・一般開架コーナー  ・児童開架コーナー 

・絵本コーナー    ・閲覧コーナー 

・新刊コーナー    ・新聞・雑誌コーナー 

・ふるさとコーナー  ・ねころびコーナー 

・寄贈図書コーナー  ・郷土資料室 

・参考資料室     ・事務室 

・書庫         

 ※善通寺市民会館と併設 

 貸出資料数（点） 貸出者数（人） 

平成 24年度 152,040 38,510 

平成 25年度 144,532 36,943 

平成 26年度 138,110 35,714 

平成 27年度 148,601 37,396 

平成 28年度 147,750 36,591 
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（２）県内公共図書館との比較 

県内の市町立図書館と比較すると、善通寺市は 15市町のうち、貸出資料数 10位、登録率 2 位、

蔵書数 10位、建築面積 13位となっています。 

 

ʀ 県内市町立図書館の比較 

貸出資料数 登録率 蔵書数 建物面積 

人口 1 人当たり ％ 人口 1 人当たり 人口 1 人当たり 

1 位 宇多津町 10.27 1 位 213.48 6 位 3.93 7 位 0.0395 

2 位 土庄町 8.20 3 位 71.90 1 位 9.26 1 位 0.1258 

3 位 綾川町 7.62 14 位 31.82 12 位 2.66 2 位 0.0680 

4 位 丸亀市 6.96 8 位 53.50 4 位 4.41 4 位 0.0460 

5 位 まんのう町 6.94 13 位 36.03 13 位 2.65 8 位 0.0387 

6 位 高松市 6.69 6 位 64.77 9 位 3.01 9 位 0.0331 

7 位 坂出市 6.16 7 位 57.09 8 位 3.34 6 位 0.0406 

8 位 観音寺市 5.84 10 位 44.76 5 位 4.22 11 位 0.0313 

9 位 三豊市 5.45 11 位 40.00 2 位 5.30 5 位 0.0453 

10 位 善通寺市 4.48 2 位 81.81 10 位 2.84 13 位 0.0243 

11 位 三木町 3.61 4 位 68.50 14 位 2.08 14 位 0.0231 

12 位 さぬき市 3.31 11 位 40.00 15 位 1.51 12 位 0.0267 

13 位 多度津町 3.25 9 位 48.66 7 位 3.79 10 位 0.0317 

14 位 小豆島町 3.25 5 位 65.38 3 位 5.15 3 位 0.0466 

15 位 東かがわ市 2.76 15 位 0.90 10 位 2.84 15 位 0.0100 

資料：日本の図書館統計と名簿 2016 
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（３）善通寺市立図書館の利用状況 

ア．年齢別・男女別 

善通寺市立図書館の利用状況を年齢別に見ると、学生では、小学校低学年が最も多く、中学、高

校と年齢が高くなるにつれて利用者は減少しています。また、子育て世代の女性の利用者が多いこ

とが分かります。 

     

   ʀ 貸出資料数（年齢別） （平成 28年度データ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ʀ 貸出利用者数（男女別） （平成 28年度データ） 
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（４）善通寺市立図書館の課題 

図書館が併設されている善通寺市民会館は、築後約 40年を迎え、建物の老朽化に加え、狭あい化、

バリアフリー対応の不足といった様々な課題に直面しています。 

   

ア．施設 

本館は、昭和 53年に建設されて以降約 40年が経過し、平成 22年度に実施した耐震診断の結果、

地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性があるとの評価を受け、可及的速やかに

改修等の対策を講じる必要があります。また、乳幼児や高齢者、障がい者等に配慮した十分な施設

整備ができていないことに加え、閲覧スペースが狭く、書庫が分配して設置されているなど図書館

としての機能が大きく制約されており、新たな図書館の整備が必要となってきています。 

 

イ．蔵書数 

    人口 1 人当たり蔵書数について、本市は 2.84 点と県平均の 3.79 点を下回っている状況です。 

平成 22年度に実施した図書館アンケート調査でも、「蔵書数が少ない」との声が出ており、図書

館資料の充実が急務となっています。 

 

  ウ．読書環境の充実 

    近年、図書館は本を読むだけでなく、文化・芸術、生涯学習などの市民活動の場として、談話や

学習などもできる人の集まる交流の場として、多面的な機能が求められています。図書館に行きた

くなる魅力ある機能を充実させるとともに、本と触れあう機会を提供する環境を充実させていく

必要があります。 

 

  エ．床面積の確保 

本館は、床面積が 802 ㎡であり、日本図書館協会が示している人口を目安とした標準的な床面

積である 2,335 ㎡に対して、1,533 ㎡不足している状況にあります。そのため、閉架書庫が不足し、

資料収集の障害になるとともに多様な事業運営においてもスペース不足になるなど、利用環境の

改善が必要な状況です。市民ニーズに対応した様々な機能を充実させていくためにも、適切な床面

積の確保が必要です。 

 

  オ．閲覧席・学習スペース等 

    一般用及び児童用の閲覧席や学習スペース等の座席数を増やすとともに、様々な利用者にとっ

て座りやすい椅子、使いやすい机、入りやすい部屋の導入、さらにイベントや講座など市民が集

い、交流する場所の確保が必要と考えますが、本館では当該スペースの確保が困難な状況です。 
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第２章 新図書館建設の基本的な考え方                        

 

（１）基本コンセプトと基本方針 

急激に変化する社会情勢や図書館に対するニーズの多様化により、図書館は、単に図書館資料を

提供するにとどまらない新たな役割が求められています。 

図書館というと、「静かにしないといけないところ」、もしくは「難しい本が並んでいるところ」

という印象を持たれがちですが、本来はもっと身近で親しみやすく、自由な空間として存在するべ

きなのかもしれません。 

善通寺市立図書館（以下「新図書館」という。）は、「本と出会い、人がつながり、夢をはぐくむ

図書館」として機能することを重視します。 

市民がそれぞれ自由に時間を過ごし、インターネットでじっくりと情報を探せるスペースがあ

れば、本に囲まれて成長する子どもを見守り、未来を語り合う家族のためのスペースもある。ま

た、中高生が勉強に取り組みつつ、友達との会話を楽しむ空間もあれば、にぎわいから距離を置い

て、静かに本と、自分と向き合いたい人のための空間もある。こうした生活の営みを、本をはじめ

とした様々な情報・知識を通じて支援する空間。 

こうした空間をつくるために、新図書館は以下の方針に沿った図書館運営を目指します。 

 

  ʠ ẉ Ǳ Ḹǲї̝Ǎḹ 

    ・市民の多様なニーズに応えるため、図書・雑誌・資料やデータベース、デジタル化した資料、

視聴覚資料、実物等を幅広く収集し、各種メディアの情報を複合的に得ることができるように

工夫します。 

    ・開架図書等については、市民が容易に図書を探せる・図書と出会えるように低層や高層の書架

の組み合わせや配置に工夫を凝らします。また、図書の見せ方を工夫し、図書を探しやすい環

境を提供します。 

・ユニバーサルデザインの考え方のもとに施設のバリアフリー化を推進するなど、赤ちゃんか

らお年寄りまで、誰もが気軽に立ち寄れて、分かりやすく利用しやすい環境整備に努めます。 

 

ʠ ӓ Ҳɵ˧ ǵḹ 

    ・文字によらない“知との出会い”として、季節や時事、郷土の行事等に応じたテーマ展示など、

日常的にイベントを開催し、賑わいを創出します。 

・多様な世代の人々が集い、人と人との出会いを通じてより豊かな暮らしを演出する空間とし

ての機能を備えた地域づくりの拠点となるための環境整備を図ります。 

 ・話題となっている事柄や市民の関心の高い事柄の情報を感度高く集め、「人と人」「人と情報」

の相互作用や触発の連鎖により、今後の展開が拡大・高度化していくような視点で事業等を企

画します。 
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  ʠ ȐǋɵǼȓǉǋǵḹ 

・親子でくつろげるスペースや児童スペースを充実し、家族がゆっくりと向き合う場を提供し

ます。 

・家庭、地域、学校図書館などと連携しながら、様々な場所で、様々な機会に本とふれあう環境

づくりを図るとともに、子育て支援団体への配本サービスや幼稚園への出張読み聞かせ会な

ど小さいときから本にふれあえる環境づくりに努めます。 

    ・小中学生や高校生の放課後の居場所や学習の場、本とのふれあいの場として安心して楽しく

過ごせる空間とします。 

 

  ʠ ĝ Ȓ ǞǜĞș̱ ǠȒḹ 

・育児期の親子や就学前児童、読書機会の少なかった人が、本と出会い、読書を始めるきっかけ

づくりの場となるよう、それぞれの世代を対象とした魅力ある図書を提供します。 

・過去から現代まで、本市に関する歴史・郷土資料、各種メディア情報（写真素材等）を幅広く

収集・整理をし、市民に分かりやすい形で提供します。 

・適度な会話が可能な通常の閲覧席とは別に、集中した読書・勉学・研究等を行う静寂を保った

空間や、会話しながら活用できる空間など、利用者の目的や気分に合わせて最適な「居場所」

が見つかる多様な環境を整備します。 

 

  ʠ ẺẛⱲșǶǗǖȇḹ 

    ・幅広い蔵書構成を目指すべく、図書・雑誌・新聞やデータベース等の資料を多様にかつ体系的

に収集・整理・保存します。また、開架図書を充実させるとともに、書庫についても長期にわ

たって資料を保存・管理できるよう書庫空間を十分に確保します。 

    ・市民の憩いの場となる緑地を設け、館内からも四季の移ろいを感じることができるようにし

ます。 

    ・図書館が所蔵する貴重な資料や、郷土資料、芸術作品の展示等、知的な刺激を誘発する工夫を

します。 
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第３章 新図書館の規模                                  

 

（１）規模の算出 

  新図書館の規模算出に当たっては、これからの図書館の在り方検討協力者会議による「図書館の設

置及び運営上の望ましい基準の見直しについて」（平成 24年 8 月）の「参考資料：２．目標基準例」に

よるほか、日本図書館協会図書館政策特別委員会による「公立図書館の任務と目標」(2004 年 3 月改訂)

により算出する方法がありますが、いずれの手法も人口により、その規模を算出することとなります。 

本市の平成 29年 12月 1 日現在の住民基本台帳人口は 32,366 人であり、本市の将来展望を踏まえた

「善通寺市人口ビジョン」（平成 27年 10月）では、平成 32年度には 31,319 人になると推計されてい

ます。これらを踏まえ、算出の基礎となる人口を 32,000 人として設定します。 

 

  ア．図書館の設置及び運営上の望ましい基準による算出 

 

延床面積 2,433.5 ㎡ 

蔵書冊数 220,523.4 冊 

開架冊数 139,660.2 冊 

 

  イ．公立図書館の任務と目標による算出 

 

延床面積 2,335㎡ 

蔵書冊数 174,310冊 

開架冊数 113,923冊 

 

（２）新図書館の想定規模 

  各算定基準を踏まえ、新図書館の想定規模は以下の数値を目標とします。 

  今後、事業計画を具体化させていく過程で、専門家や市民の意見を取り入れつつ、より具体的な施設

規模、蔵書規模の検討を行い、最終的に確定することとします。 

 

延床面積 約 2,300 ㎡ 

蔵書冊数 約 197,000 冊 

開架冊数 約 127,000 冊 
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第４章 新図書館の立地条件及び配置計画                            

 

（１）新図書館の立地条件の整理 

   新図書館の建設地に求められる立地条件として、以下の条件が満たされることが望ましいと考え

ます。 

   ① 人口が密集していて地域の人たちが集まりやすい生活動線の要所であること。 

   ② 子どもや高齢者など、車を利用しない人たちにも利用しやすい場所であること。 

   ③ 周辺地域への利用を広げるために、駐車場が確保できるだけの敷地があること。 

   ④ 図書館は不特定多数の人たちが利用する可能性のある施設であり、地域の活性化に関わること

のできる場所であること。 

 

（２）候補地の概要 

 ① 市役所敷地 

所 在 地 
文京町二丁目 851番 1､851番 2､851番 3､1161番 2､ 

1406番 3､1407番 1､1408番 2､1410番 1 

 

敷 地 面 積 37,480.85 ㎡ 

用途地域等 第 1 種住居専用地域 

現在の状況 現庁舎、駐車場 

 

 ② 旧善通寺西高等学校跡地 

所 在 地 文京町四丁目 2301番 2  

敷 地 面 積 約 3,300 ㎡ 

用途地域等 第 1 種住居専用地域 

現在の状況 武道館、旧善通寺西高等学校校舎 

 

③ 旧東仙遊町住宅跡地 

所 在 地 

仙遊町一丁目 230番 113､230番 115､230番 117､ 

230番 119､230番 123､230番 127､230番 131､230番

134､230番 148､230番 199､230番 201､1303番 4､ 

1309番 9､1303番 16 

 

敷 地 面 積 約 6,200 ㎡ 

用途地域等 近隣商業地域 

現在の状況 宅地 
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（３）建設候補地の検討 

   新図書館の建設候補地について、利便性、財政面及び関連計画との整合性の 3 つの視点から検討

しました。 

 

  ア．利便性等についての検討 

    図書館は、地域を支える情報拠点となる施設であることから、市役所や公民館、駅の近くなど市

民が日常的に利用する施設に近接して配置することが望まれます。 

 

  イ．財政面からの検討 

    限られた財源の中で新図書館の整備を行うにあたっては、平成 28年度に策定した公共施設等総

合管理計画に基づき、複合化によるコスト削減なども考慮し、単に図書館としての機能だけでな

く、広く市民に開かれた「公共施設」としての側面も重視する必要があります。 

 

  ウ．関連計画との整合性 

    善通寺市都市計画マスタープラン（平成 26 年 5 月策定）において、集約型都市構造への転換を

掲げており、土地利用方針として、文化活動拠点の充実を図る文教コミュニティゾーンを設定して

います。また、「まちの活力創出の基本方針」として、図書館の中枢拠点区域内での移設または改

修を検討することとしており、当該まちづくりに関する方向性に配慮する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以上３つの視点から検討した結果、「① 市役所敷地」が新図書館の建設地として最も適していると

考えられることから、「① 市役所敷地」を建設予定地として今後具体的な整備方針を検討していきま

す。 

ⱴ☻♃כⱪꜝfi  ⱴ☻♃כⱪꜝfi  
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第５章 新庁舎との複合化の検討                                

（１）市庁舎・図書館複合化の意義 

   平成 28年度に策定した公共施設等総合管理計画において示された公共施設のあり方を踏まえ、現

在検討を進めている新庁舎との複合化について検討しました。 

 

  Ƞ ̝ һǵẀӓ 

    ・今後、老朽化した公共施設の建替え又は改修に際し、多額の更新費用が必要とされることか

ら、新たな公共施設の建替えに際しては、より一層財政への負担軽減を図らなければなりませ

ん。 

    ・建替え又は改修が必要とされる公共施設は、「多目的利用」「集約化」そして「複合化」という

視点に立ち、施設の効率化を図っていくことが求められます。 

   

  Ȣ ȅǨǬǖȑǿǵὫʦ 

    ・まちの活性化を生み出す源泉となる賑わいは、そこに立地する多様な施設（商業機能、業務機

能、サービス機能等）とそこに訪れる多様な目的を持つ来訪者によってもたらされます。 

    ・これまでの公共施設は、単一的な機能を持つ施設が各地域に点在するように配置されており、

その施設利用を目的とした利用者が来訪するだけで、まちの賑わいを創造させるような拠点

的役割を担うことができませんでした。 

    ・公共施設の機能を複合化させることにより、多様な市民の利用を誘発し、時間・曜日の変化に

よる流動性のある活発な利用状況が期待されます。特に市庁舎と図書館の複合化は、相乗効果

が高く、施設相互の交流により持続的な賑わいを生み出すことが可能になると思われます。 

    ・国の重要文化財である旧善通寺偕行社や新庁舎整備事業において新設する公園と融合するこ

とにより、更なる魅力ある公共施設として集客効果を高めていくことができると思われます。 

 

  Ȥ ᾍҧ  

    ・市庁舎と図書館を建替える際に、それぞれ単独で建替える場合と複合化の場合を比較すると、

以下に示す要素における費用対効果について検証した結果、複合化が優れていると考えます。 

     ①建築延床面積の縮減 

階段室、昇降機所、便所、エントランスホール等の共用部分を兼用とすることで規模縮

小が可能となります。 

     ②建築工事費の縮減 

       基礎、屋上防水、外壁面積の縮減により、工事費の縮減が可能となります。 

     ③設計・工事監理料の縮減 

       規模及び工事費の縮減に伴い、設計・工事監理料の料率を下げることが可能です。 

 

  Ȧ ⁸ ѫ ǵѫ͛רǵ ͪ 

    ・新庁舎、新図書館複合施設の建設中において、現庁舎、現図書館とも滞りなく運営を続けるこ

とができ、一部準備期間を除き、市民利用に対する影響は最小限にとどめることが可能です。 
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    ・早期に新図書館を整備することで、現図書館を利用する人々の安全安心をできるだけ早く確

保することができます。 

 

（２）新図書館の整備方針 

これまでの調査・検討や市議会公共施設整備等調査特別委員会における議論などを踏まえ、新図書

館整備に関する今後の方針を以下のとおりとします。   

 

 

   【整備方針】  

・ 公共施設等総合管理計画で示された方向性等に基づき、新庁舎の複合施設とし

て整備します。 

・ 延床面積は約 2,300 ㎡とします。 
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第６章 事業スケジュール                          

   新図書館の整備については、平成 29年度に基本計画策定に着手し、その後、基本設計、実施設計、

工事という段階を経て進めていきます。 

   建物の工期等の具体的なスケジュールは、設計段階において検討しますが、現段階では、新図書館

の完成までには概ね 4 年程度を見込んでいます。 

    

平成 30年度 基本設計 

平成 31年度 実施設計 

平成 32年度～平成 33年度 建設工事、移転等 

 


